
＜SDGs達成に向けた今後の活動＞
 「つくる責任・つかう責任」を考えて⾏動し、世界の問題を解決するために

「パートナーシップ」を⼤切に取り組んでいきます。
 社会とのつながりを意識し、エシカルな選択を⼼がけることで持続可能な社

会づくりに参加します。

鳥取県生活協同組合

＜主な活動内容＞
 鳥取県生協の「コープＳＤＧｓ」７つの宣言をもとに地域や組合員ととも

に進めています。

 持続可能な生産と消費のために商品とくらしのあり方の⾒直し
「夏のエシカルチャレンジ」に取り組み、親子で環境を考える場づくりの提供。

 地球温暖化対策を推進し、再生可能エネルギーの利⽤・普及
再エネ・省エネの推進を⾏うとともに、事業資源の最適化を検討。

 世界中から飢餓や貧困をなくし、子どもたちを支援する活動の推進
当組合の予備食品を活用した「フードサポート」では、県内

の地域・子ども食堂、生活困窮者⾃⽴⽀援を継続。鳥取県
と連携した「フードドライブ」では、寄付食品（2118㎏）を
集める。
県内全ての市町村と赤ちゃんが生まれたご家庭へのお役⽴

ちを継続。
 核兵器廃絶と世界平和の実現をめざす活動の推進

オンラインを活用した学習会、ヒバクシャ国際署名では
4880筆を集める。

 ジェンダー平等と多様な人々が共生できる社会づくりの推進
組織内で感謝を伝え合う「グリーンカード」の継続。

 誰もが安心してくらし続けられる地域社会づくりへの参加
「コープ虹の森（鳥取県の「とっとり共生の森事業」に参画した取り組み）」では、

森林保全、育林活動を継続。
 健康づくりの取り組みを広げ、福祉事業・助け合い活動の推進

くらしのお手伝いを通じて、組合員同士が助け合って暮らせる地域づくりを目指し「く
らし助け合いの会（有償ボランティア）」の継続。

フードドライブ


